
令和３年度 京都府小児リハビリテーション懇談会開催要領
１ 趣　旨 

　 京都府では、急性期から維持・生活期まで途切れることのない総合リハビリテーション（以下リハ）体制の整備の取り組みのうち、特に小児・障害児リハにおけるリハ関連職種の人材育成、支援並びにリハを中心として医療・介護・福祉・教育の連携推進を目標としている。 

連携の推進にあたっては、リハ職能団体を中心にリハ専門職ならびに府域で基幹となり小児・障害児リハを担う医療機関・施設の実務者、行政・教育等関係者が参集し、それぞれの立場から意見交換を行うことにより、互いを理解、連携に必要な知識を獲得、課題や今後の方向性を共有する場（機会）を継続することにより、今後の総合リハ支援体制整備を目指す。 

 

２ 主　催 

 　京都府リハビリテーション支援センター
 

３ 参加団体(予定) 

　 京都府理学療法士会・京都府作業療法士会・京都府言語聴覚士会、周産期母子医療センター・小児リハビ
リテーション基幹医療施設、京都府教育委員会・京都市教育委員会、特別支援学校、京都府健康福祉部（障
害者支援課、こども・青少年総合対策室、医療課、リハビリテーション支援センター）　等 

 
４ 日　時 

　 令和４年３月１日（火）　１５：００～１６：４０ 

 

５ 会　場 

　 各所属　等（zoomによるweb開催のため）事務局：京都府リハビリテーション支援センター 

 

６ 内　容

　　 昨年度は学齢期の教育と医療の現場を中心に生活や教育活動等に関わるリハ視点での意見交換等を行っ
た。今年度はさらに福祉分野へも視点を広げ、生活の関わりの現状・課題等を知り理解を深めることによ
り、地域の中でのリハビリテーションの果たす役割を共有し、連携推進を図る。
 そして「地域共生社会構築の基盤となるインクルーシブ教育とリハビリテーション」 をテーマにすえ、
子ども達の学校外の日々の過ごし方として重症心身障害児童放課後等デイサービスでの子ども達の様子を
うかがい、デイでの過ごし方と学校での活動をリハビリテーション視点でどうリンクさせていくか、とい
う点から意見交換を行う。
    

   （１）話題提供「障害を持つ子ども達の校外での生活のあり方」(仮)（30～40分程度） 

　　　　　　　　　一般社団法人からふる乙訓　重心児童デイからふる・ぶらんしゅ　神谷真弓理学療法士 

　 （２）意見交換（40分程度）
　　　　話題を受けて意見交換
（３） 現況報告（20分程度）
　　　・コロナ禍の中で職能団体から小児リハビリテーションに関する各団体の取り組みについて
　　　・周産期母子医療センター、基幹医療施設から現況報告 
（４）その他

